
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額

「やきものワールド」参加負担金

区  分

手数料

予 算 要 求 資 料

令和8年度当初予算 支出科目 款：商工費　項：商工費　目：商業振興費

 ＜財源内訳＞

事 業 名

(前年度予算額： 1,5001,500１ 事 業 費 千円)

財　源

1,500

財 源 内 訳

（各課様式１）

使用料 財　産

商工労働部　地域産業課　地場産業振興係

0 1,500

0 0 0 0

事業費

1,500

寄附金

0

一　般

電話番号：058-272-1111(内3785)

E-mail：c11355@pref.gifu.lg.jp

（２）事業内容

２ 要 求 内 容

収　入
その他 県　債

1,500 0

・陶磁器産業は、日本人のライフスタイル・価値観の変化や安価な外国製品の流入など市
場環境は厳しい状況にあり、新規の販路開拓や商品開発の支援が必要である。
・平成18年以来、名古屋ドームを会場に開催してきたイベント。平成30年には名称を「や
きものワールド」と改め、名古屋城（屋外）へ場所を移し、海外からの来場者にも日本の
やきもの文化を発信。翌年からはドルフィンズアリーナ（愛知県体育館）で開催していた
が、改築移転工事が実施されるため、令和６年度からは、ポートメッセなごやへ会場を変
更し、規模を拡大し開催する。
・本イベントは、出展する美濃焼産地のメーカー・商社にとって、エンドユーザーの反応
や他産地の情報を入手できることで商品開発に役立つとともに、大都市圏の消費市場へ美
濃焼をＰＲし新規顧客を獲得できる、非常に有効なイベントである。
・そのため、本イベントを主催する「やきものワールド実行委員会」への参画を通じて、
美濃焼産地のメーカー・商社を支援する。

0 0 0

（１）要求の趣旨（現状と課題）

＜やきものワールド 2026（仮）概要＞
・開催時期 令和９年３月上旬（予定）
・開始場所 ポートメッセなごや
・主　　催 やきものワールド実行委員会（事務局：テレビ愛知）
・概　　要 東海３県を中心に全国各地の焼き物が一堂に集い、実際に手にとってその魅力
に触れてもらう。さらに、焼き物の見せ方や使い方を提案する特別イベント・コーナーを
設け、来場者の満足度を向上させる。



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

事業内容の詳細

実行委員会負担金

事業内容

（４）事業主体及びその妥当性

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項

（１）各種計画での位置づけ
　「清流の国ぎふ」創生総合戦略（2023～2027年度）
　　３ 地域にあふれる魅力と活力づくり
　　（１）地域の魅力・清流文化の創造・伝承・発信
　　　⑤「『清流の国ぎふ』ブランド」づくり

　愛知県も実行委員会に参画し、岐阜県と同様に負担する予定。

　岐阜県単独で美濃焼を全国に発信、ＰＲしていくイベント開催と比較し、少額の負担で
効果を生み出すことができ、引き続き支援していく。

　総事業費の半額以上を民間からの負担金・協賛金で運営できており、現行の実行委員会
方式での開催は妥当である。

３ 事業費の積算 内訳

1,500

（３）後年度の財政負担

（２）国・他県の状況

負担金

合計

金額

　・実行委員会構成団体が応分の負担を実施しており、県負担は妥当
（※当県の負担率は全体事業費の4％程度）

　無

1,500



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R6年度
(R ) 実績

40,672

○指標を設定することができない場合の理由

指標名

（これまでの取組内容と成果）

令
和
４
年
度

指標① 目標：100,000人 実績： 53,317人 達成率： 53 ％

令
和
６
年
度

・取組内容と成果を記載してください。
○会　　期：令和７年２月２８日（金）～３月４日（火）　５日間
○開催場所：ポートメッセなごや
○来場者数：４０，６７２人
・会場と開催期間を変えての初めての開催となり来場者数は昨年と比較し減少し
たものの、会場が広くなったことで、土日の来場者数は１万人を超え、また、全
国の陶磁器産地から多くの企業が出展されなど、美濃焼の魅力を大きくPRできる
場であり、陶磁器産業の振興、活性化に貢献している。

指標① 目標：100,000人 実績： 40,672人 達成率： 40 ％

・取組内容と成果を記載してください。
○会　　期：令和４年１１月１７日（木）～１１月２３日（水）　７日間
○開催場所：ドルフィンズアリーナ（愛知県体育館）
○来場者数：５３，３１７人
・令和３年度と比較し、来場者数は減少したものの、来場者アンケートでは、半
数以上が陶磁器産地直売を目的として来場していると回答があり、多くの方に美
濃焼の魅力をＰＲできる場となっており、陶磁器産業に貢献している。

令
和
５
年
度

・取組内容と成果を記載してください。
○会　　期：令和５年１１月１７日（金）～１１月２３日（木）　７日間
○開催場所：ドルフィンズアリーナ（愛知県体育館）
○来場者数：５３，８３５人
・来場者数は前年度と同程度となったが、全国の陶磁器産地から出展され、美濃
焼の魅力を大きくPRできる場であり、陶磁器産業の振興、活性化に貢献してい
る。

指標① 目標：100,000人 実績： 53,835人 達成率： 53 ％

①入場者数
（人） 100,000 100,000

目標 目標 (R ) 達成率
R7年度 R8年度 終期目標

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

陶磁器産業の販路開拓と美濃焼のＰＲを促進することで、陶磁器業界の市場拡大と自
立を促すとともに、美濃焼のブランド力向上を図る。



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

２ 事業の評価と課題

２

２

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

(評価) 　多くのイベントで構成される日本最大級の陶磁器イベントであり、美濃焼
をはじめ全国の陶磁器産地の窯元が出展する中、美濃焼産地からの出展は最
多である。本県が実行委員会に参加することで、県内陶磁器メーカーの出展
料が減免される等のメリットもあり、事業実施の必要性が高い。

　陶磁器産業は、日本人のライフスタイルの変化や安価な外国製品の流入など厳しい
状況下にあり、販路開拓や商品開発に向けた支援が必要である。

(評価) 　美濃焼のＰＲを通じたブランド力向上や販路開拓の場となっているほか、
県内企業が消費者の反応や評価を直接把握でき、全国の他メーカーとの情報
交換を図ることもでき、マーケティングや商品開発の側面からも有効な事業
である。

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　民間企業や隣県と共同開催することで、比較的小さな負担（負担金は総事
業費の約４％）で効率的な成果を生み出すことが可能。

２

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　陶磁器メーカーのみならず、一般参加者の満足度も極めて高い事業であり、陶磁器
産業の振興、産地の活性化のため、引き続き実施していく。

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）


